


 

 

この日、安方桟橋には八甲田山麓の日陰かつら（ヒカゲノカズラ）を用いた装飾やさまざまな

色の電灯が取り付けられました。桟橋やその周辺で行われたイルミネーションの光が海面に映り、

とても美しい光景であったといいます。さらに、桟橋沖合の海上では花火の打ち上げも行われ、

桟橋周辺には大勢の市民が集まったそうです。 

 

このように人々の関心を集めた安方桟橋でしたが、大正 7年（1918）には解体されてしまいま

した。その背景には大正 4年に始まった青森港の第一期修築工事がありました。工事に伴って安

方桟橋周辺で 浚 渫
しゅんせつ

を行うことになり、桟橋を解体する必要が生じたのです（『東奥日報』大正

7年 5月 16日付）。こうして安方桟橋は完成からわずか 7年でその役目を終えました。 

 

 

 
 

安方桟橋 

（『目で見る青森の歴史』より） 


